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かわごえ環境ネット設立 20周年 

 
 2000年8月5日にやまぶき会館において設立

総会が開催されたかわごえ環境ネットは、2020
年 8 月 5 日に設立 20 周年を迎えました。組織

を支援していただいた方々に感謝申し上げま

す。1998 年 3 月に「川越市環境基本計画」が策

定され、計画の推進組織として「（仮称）川越

の環境をよくする連絡協議会」を位置付けら

れ、準備会を経て本会が発足しました。 

かわごえ環境ネット

かわごえ環境ネット
20周年　持続可能な地球と川越へ→

新連載「かわごえ環境 STYLE」 
 5 月に本会の理事となった石川真さんは、イ

ンターネットのブログ「小江戸川越STYLE」（川

越 style）で有名なブロガーでもあり、2015 年

から始まった「川越 Farmer's Market」の仕掛け

人でもあります。取材・広報を通じて川越のさ

まざまな活動をつなげている石川さんのコラ

ム「かわごえ環境 STYLE」にご期待ください。 
 本紙のコラムは、自然環境部会が担当する

「川越の自然をたずねて」（本号で 88 回）、社

会環境部会が担当する「社会と環境について思

うこと」（前号で改題し本号で 2 回、過去の連

載も含めて通算 69 回）、飯島希理事が中心に担

当する『川越の「宝」をたずねて』（本号で 14
回）の 3 つのコラムを含めて 4 つになります。 
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【コラム・新連載】かわごえ環境STYLE（1）全ては土から。野村ファーム

 
川越市菅間にある野村ファームの畑 

 
野村ファームの野村さん 

 今号から新コラムを担当させて頂きます、新

理事の石川真です。タイトルを「かわごえ環境

STYLE」と名付けました。川越の街の中で、大

きな動きではないけれどちょっとした環境行動

を紹介する内容とします。「活動」ではなく「行

動」としたのは、各自による自発的な意識・行

動に着目したいと考えていて、マクロ視点より

もミクロ視点で市民の着実な実践にフォーカス

したいと考えています。どうぞよろしくお願い

いたします。 
 第 1 回に取り上げる人物は、川越の農家、野

村ファームの野村さんです。私は農業団体「川

越 Farmer’s Market（ファーマーズマーケット）」

の団体も務めており、川越市内の農家とのつな

がりが広くあります。野村さんは専業農家とし

て、川越市新宿町や菅間の畑で多品種の野菜を

作っています。今の時季なら、枝豆にじゃがい

も、玉ねぎ、きゅうり、にんにくなどの野菜を

収穫しています。野村さんは特に土作りに力を

入れているのが特色です。川越 Farmer’s Marke
t のイベントには毎回出店していて、以前はアー

スデイ川越にも出店していたので知っている方

がいるかもしれません。イベントを通してファ

ンになる人が多く、今は野村ファームの野菜を

目当てにする人がいるほど人気農家になってい

ます。川越の飲食店でも野村さんの野菜を使っ

ているお店がいくつもあります。 
 では、野村さんは、どんな野菜作りで違いを

出しているのでしょう。そこに、野村さんの環

境 STYLE があります。何より土づくりに力を

入れているという本人のお話しです。 
 「栽培については、すべての野菜に農薬、化

学肥料を使用していません。土づくりに重点を

おいています。化成肥料は使わず良質な堆肥と

米ぬかなどの有機物の組み合わせで土を発酵さ

せます。うまく発酵すると土のよい匂いがして

土が団粒構造になり、水はけの良い土となりま

す。健全な土壌から健全な野菜が育つことがわ

かり、最高の土の状態をめざしています。」 
 土がうまく発酵すると、フカフカした状態に

なります。触っているだけで気持ちよいです。

野村さんの野菜作りがここに至るまでに、どん

な経緯があったのでしょう？ 
 野村さんの自然農法は実に 20 年という歴が

あります。もともと家が農家で自身も農業大学

校にも通いましたが、納得できる農業を実現す

るべく 20 歳のときからすでに独自の道を突き

進んでいました。試行錯誤の末にたどり着いた

土作り。今でも日々、土作りの研究は怠りませ

ん。 
 「品種のこだわりは、自分が食べておいしい

と思うものを作っています。例えばじゃがいも

なら、“十勝こがね”じゃがいもで、おいしさと

調理しやすい形、保存時芽が出るのが遅いので

近年この品種を好んで作っています。」というよ

うに、一つ一つの野菜もこだわりを持って選び、

作っています。 
 これが野村ファームさんのかわごえ環境 ST
YLE。また次の取り組みにもご注目ください。 

（石川真）
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【コラム】社会と環境について思うこと（2）郷土の景観と土地のものがたり

 
『川越百景』表紙 

 『川越百景』という本をご存じでしょうか。 
 「歴史と自然が息衝く街川越」という副題が

付されたこの本は、川越市都市景観課の発行に

よるもの。百景は、川越市制 90周年を記念して

市民公募により選定されたものです。 
 百景の内訳は、旧市街地 53 か所と郊外 47 か

所。代表的なものとしては、蔵造りの町並み、

喜多院、川越氷川神社などがあげられます。 
 私は、百景すべての踏破を目指して、今まで

知らなかった場所や未訪問だった郊外の残る計

23 か所を訪れようと、この本を頼りに市内の東

西南北あちらこちらを、自転車に乗って延べ 8
日間巡ってみました。 
 郊外の訪問先では、何人かの方との偶然の出

会いがありました。そして、にわかに意気投合

して、それぞれの興味深い「土地のものがたり」

を聞くことができました。 
 そのいくつかを、次に挙げてみましょう。 
・桑畑が広がっていた時代の養蚕の作業風景の

話 
・牛を代掻き（田おこし）に使っていたときの

伝統農具の話 
・狭山茶の元となった「河越茶」の話 
・農家の長屋門の構造と屋根の葺き替えの話 
・丘の上の神社からの湧き水が流れ込んでいる

農業用水路の改修の話 
・洪水との闘いや蛇行していた河川の大掛かり

な河道変更工事と村落生活への影響の話 
・沼の堤に地元の人々が桜を植えた頃の話 
・河越館を囲んでいた長い土塁の一部が近年整

地され、なくなってしまった話 
・地元の小さな祠を守ってきた歳月の話 
・古墳の一角に建てられていた民家のその後の

話 
・東京赤坂の日枝神社の本社は、実は川越にあ

る日枝神社。その神社は上戸の日枝神社か小

仙波の日枝神社か、という話。 
などなどです。 
 郊外の景観サイクリングでは、遠く見晴るか

す川越の「大地」が感じられました。その中に

は、自然の景である森林、雑木林、大小の河川・

用水路、水田、畑地、あぜ道などのほか、点在

する大小の神社や寺院、往時の雰囲気を伝える

集落、さらに新興の住宅群、工場、商店、学校、

集会所、道路、橋などがあります。このように、

変化に富む地形、地勢、土地利用、様々なイン

フラストラクチャーなどを実見し、いろいろと

風物の変化を楽しむ機会となりました。 
 「自然」という言葉の意味を、人間の力が入

っていない状態、という風にとらえると、海や

原始林・原生林のない川越では、純粋な意味で

の自然はほとんど存在していない、と言えるで

しょう。現代の自然は、実に人間活動との関係

性の中で存在していることを改めて実感します。 
 また、それぞれの風景の底には先人たちによ

る生活の営みや郷土づくりが目には見えない形

で積み重なっていることを見逃してはなりませ

ん。上述のように往時は川筋が激しく蛇行し、

洪水の危険に見舞われていたものが、河川の整

備事業により現在の川筋に変わってきているこ

とや、美しい田んぼ風景の背後には土地改良な

ど圃場整備の歴史があったことなど、先人の努

力を認識したいものです。 
 そうすれば、自然の風景の見え方も、また、

ひと味違ったものになっていくのではないでし

ょうか。 
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長い参道と鎮守の森 

 緑の保全に関してここで触れておきたいこと

があります。それは、多くの神社では、往古か

ら鎮守の森として永年、緑が大切に保たれてき

たことです。 
 今回、目的の神社を探すときに、遠くの風景

を眺めてみて、高い樹木がまとまって見える地

点を目印に進むと、その神社が見つかったとい

うことが何回かありました。わが国は瑞穂の国

と称され、自然の恵みに感謝してきた人々によ

り緑が大切にされ、守られてきたのです。 
 あわせて地域を支えてきた人々の日々の暮ら

しを想い、生活と人生の記録が伝承されていく

ことの大切さも再確認していきたいと思います。 
 ぜひとも、大人も子どもも機会を見つけて、

郷土川越の多くの風景にじかに触れ、見つめ、

その価値を知り、感じ、そして語り伝えていく

ことによって、良好な環境を次の世代へとつな

げていきたいものです。 
（社会環境部会 中村正幸）

【コラム】川越の自然をたずねて（88） 

不老川の残したもの－水質改善から生きものが棲める川に
 1983（昭和 58）年から 1985（昭和 60）年ま

で、不老川は公共用水域の水質調査でワースト

1 となって一躍脚光を浴びました。それまでは

農作地帯をのんびり流れ、冬には流れが途絶え

正月を越さないという伝説の川（トシトラズ）

として、ふるさとの見慣れたのどかな景観の一

部となっていました。水質は悪くなっても周囲

の景観は自然の土手で、平地を流れる排水路と

しての役割は持ち続けてきました。 
 この河川は、新河岸川の支流として一級河川

に位置づけられ、河川管理は埼玉県に移管され、

南部漁協が漁業権を持っています。不老川の水

源は、東京都瑞穂町の耕作地から台地のハケと

して浸透水が流れ出し、今福川、久保川などの

支流を合わせて、新扇橋（砂・岸町）で新河岸

川に合流しています。 
 汚れた不老川の水質を改善するために、1998
年に清流ルネッサンス（水環境改善緊急行動計

画）と生活排水対策推進計画が策定されて、水

質改善の取り組みが進められました。水質測定

の基準点は不老橋です。浄化施設の設置、環流

水の導入が行われましたが、主に下水道の整備

で水質の改善は目を見張るものがありました。

この結果、水質は著しく改善され、臭いはなく

なり生きものも戻ってくるようになりました。

川越市の生きもの調査ではアユやウキゴリの遡

上や、ギバチやジュズカケハゼも見つかってい

ます。付着珪藻の観察ではβm～αm で溶存酸

素は 10mg/L を超え、水生生物が確実に生きら

れる水質に戻ってきました。そして水域の類型

指定は 2012 年 C 類型となりました（川越市環

境対策課の資料と説明から）。 
不老川の生物調査（川越市むさし橋付近） 

 
 水質が改善されてから、不老川は「生きもの

の棲める川」をめざして“瀬切れを克服する水

量の確保や水生生物の生息環境の整備、温暖化

による降雨の洪水対策”が水環境の改善を進め

るための今後の中心的課題となりました。この

目 科 2010年 2013年 2015年 2018年

コイ

ギンブナ ギンブナ ギンブナ

オイカワ オイカワ オイカワ オイカワ

カワムツ

モツゴ モツゴ

タモロコ

カマツカ

ドジョウ ドジョウ ドジョウ ドジョウ ドジョウ

ナマズ ナマズ

ギギ ギバチ

サケ アユ アユ

ダツ メダカ メダカ メダカ

ボラ ボラ

スミウキゴリ

ウキゴリ ウキゴリ

ジュズカケハゼ

14 4 6 3合計

コイ
コイ

ナマズ

スズキ
ハゼ
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新たな課題に対応する組織として、県土、市に

よる水環境改善委員会が結成され、不老川のモ

ニタリングが行われています。瀬切れのモニタ

リングでは新扇橋付近で河床下 2.5m（地下水位

は 23m くらい）です。狭山市での遮水工事に粘

土を用いる工法が試行される予定です。 

 
失敗した遮水工事 

 不老川の水環境を改善するには行政と住民団

体の協力が欠かせません。「不老川を守る会」や

“流域を守る会”などが不老川のクリーン活動

を実施し、流域のあり方を考えて積極的な活動

を展開して大切な役割を果たしてきました。守

る会等の活動の中心は狭山市の住民で、残念な

がら川越市での取り組みはわずかというのが現

状です。 
 熱気や関心が薄れ、イヌの散策や野鳥観察な

ど静かな川べりに戻りました。しかし、不老川

は福原地域の自然景観で、地域の環境を支え続

けてきた貴重な川という視点から、きれいにな

った不老川を見つめ続けたのは“こどもエコク

ラブのこどもたち”でした。不老川を背中にし

ょって、行き帰りに眺めていた不老川に入り、

水に直接触れ、川の生きものを探しました。20
13年から 2016年まで 4年間、川に入って水の

感触を確かめたり、生きものを探したり、水量

が多いときはライフジャケットで川流れを体験

したり、地元の農家の人に驚かれたりしました。

その後、瀬切れが発生し夏の不老川観察は中止

しましたが、当会が跡を継いで水生生物調査を

続けました。 

 
水で遊ぶ子どもたち 

 
中福付近の改修工事 

 
歩ける川 瀬切れ 

 子どもたちが見つけたのは、アユ、アカミミ

ガメ（大きかった）、投網や簗で魚を趣味で獲る

人など、少なくない人たちが不老川と関わりを

持っていることでした。2019 年の洪水で中福

（狭山市との境付近）の護岸が崩れ、橋の改修

と護岸工事が並行して行われ、今年の 6月に修

復が完了した後に不老川に行きました。そこで

見た不老川は子どもたちが遊んだ時と変わって

平瀬になっていました。1m ほどもあった大きい

石で作られた落差工は頭が見えるだけでほとん

ど砂利に埋まっていました。深みもなくなり平
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坦な川では水生生物が留まれる場所がなくなっ

ており、探しましたが、稚魚とエビをわずかに

見つけただけでした。雨が降れば急流となり、

なければ瀬切れとなる都市河川では生きものが

生き残るのは難しく、試行錯誤は続くとは思い

ますが、工事の影響から抜け出てちょっとはま

しなふるさとの川になってほしいと思います。 
 私たちが不老川について活動しなければなら

ない課題は、1.県の河川整備計画の学習、2.不老
川の生きもの調査や現地観察会、3.市民の会と

の連携、4.「第三次不老川生活排水対策推進計

画」に基づいた川越市との意見交換、5.不老川の

歴史を掘りおこし後世に伝えていく（風化しな

いように）、6.地域の総合治水を考える、7.多自

然型川づくりをめざす提言など、一時の情熱に

身を任せるだけでなく、継続的かつ系統的な活

動が求められていることでしょう。自然との付

き合いは人の一生では測りきれない時間との付

き合いとなるでしょう。 
 今、不老川は護岸の両側がフェンスで囲われ

ており、親水護岸は 4 か所程度で市民が川と触

れる機会が少なくなっています。散歩や野鳥観

察で通る人はいますが、関心を寄せる市民や関

わる団体が少ないのが致命的な欠陥となってい

ます。地域の環境を多面的にとらえる総合治水

で市民や団体をつなぐ仕掛けが求められている

のかもしれません。 
（福原水と緑の会 過 昌司）

【コラム】川越の「宝」をたずねて（14）龍池弁財天

 
龍池弁財天入口 

 
双子池（龍の池弁天） 

 
龍池弁財天の祠 

 コラム“川越の「宝」をたずねて”は、かわ

ごえカフェ 2019 のテーマ、「川越（と周辺地域）

の宝を掘りおこそう」で参加者のみなさんと作

成した“川越のお宝マップ”の地点を紹介して

いくコラムです。 
今月のお宝紹介は「龍池弁財天」 
 川越市小仙波にある龍池弁財天は、小江戸川

越に伝わる伝説ゆかりの地。仙芳仙人（せんぼ

うせんにん）と竜神の伝説が残るこの龍池弁財

天の始まりは、このあたりがまだ海に面した大

きな入江だったころのはるか昔まで遡ります。

仙芳仙人の故事では、仙芳仙人が法力により仙

波の海水を退け大地に変えた際、入江の主であ

った竜神のために小さな池を残して弁財天を祀

ったのが龍池弁財天の始まりと云われています。 
 また、さらにこの龍池弁財天にある双子池（龍

の池弁天）にも、1200年近く語り継がれてきた

喜多院七不思議の一つ「底なしの穴」の伝承話

があります。これは、喜多院の山門のすぐ正面

に位置する日枝神社境内の大きな穴にまつわる

話。昔から覗き込んでも決して底が見えない深

い穴があり、どれだけ深い穴なのか近所の住民

がお椀や下駄を投げ入れたところ、それらは 50
0m も離れた双子池に浮いて出てきたという不

思議なお話です。川越にはこのような七不思議

や伝説があり、そのゆかりの地を訪ね歩くのも

川越の楽しみ方の一つといえるでしょう。 
（飯島希） 

龍池弁財天へのアクセス 
川越市小仙波町 4-16-8 付近、東武東上線・JR 川

越駅東口より徒歩 19分。バスの場合、小江戸巡

回バス「中院バス停」より徒歩 9分、または西

武バス（本 52・川越グリーンパーク行）小仙波

町四丁目バス停より徒歩 3分。 
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参考文献 
1) 川越大師喜多院（https://www.kawagoe.com/kitain/） 
2) 龍池弁財天の現地解説版 

 
 

川越の「宝」全データの KML ファイル（ダウンロード）

 
池辺公園周辺の川越の「宝」マップ（国土地理院の電子地形図（タイル）に地点を追記して掲載）

【報告】かわごえ環境ネットの活動報告

SDGs普及に向けた取組 in川越～川越環境保全連絡協議会による活動～ 社会環境部会

 
面談後、川越商工会議所前にて 

 今回、社会環境部会では川越での SDGs「持続

可能な開発目標」の普及状況を把握するため、

私たちの身の回りで SDGs に関する取組を行っ

ている団体にインタビューをしてきましたので、

レポートしたいと思います。 
 インタビューは、6月 26日（金）に社会環境

部会のメンバー4 名（武田、宮﨑、中村、増田）

で川越環境保全連絡協議会を訪問し、事務局担

当の中村隆氏（川越商工会議所経営支援グルー

プ長）と面談しました。川越環境保全連絡協議

会は、大正浪漫夢通りの北側に位置する川越商

工会議所内にあり、環境保全に関する情報交換

や講習会の開催を通じて、環境保全の推進を図

っていくことを目的とする団体です。2020年 4
月時点で、73 の事業所と 9 名の個人会員が所属

しています。事業所会員の多さがかわごえ環境

ネットとの違いを感じます。事業所会員は工業

系の中小企業が大半で、川越と周辺の市町を拠

点としています。ちなみに、かわごえ環境ネッ

トの会員は 2020年 5月時点で、個人 137、民間
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団体 25、事業者 26、行政 1 で、合計 189会員と

なっています。 
 川越環境保全連絡協議会では、2 年ほど前か

ら企業が環境や社会に配慮したビジネス展開を

していくため講習会を開催しています。2019年
2 月には外務省の国際協力局による「持続可能

な開発目標（SDGs）～日本政府の取組と企業に

おける SDGs～」、2020年 2月には環境省の関東

地方環境事務所による「企業における SDGs に

ついて」と題した SDGs の普及に向けた講習会

が行われました。 
 今回、川越での SDGs の普及状況に関するお

話を伺う中で感じたことは、中小企業ならでは

の活動の見える化の大切さです。私たちがマス

メディアで目にする大企業は、財源や人材に余

裕があり、SDGs レポートの作成や環境改善に

関わる活動のアピールを積極的に行っている一

方で、中小規模の企業ではなかなかそこまで手

が回っていないところがあるのも現状のようで

す。また、SDGsへの理解と取組に関する個別企

業間の温度差もあるようです。中小企業は身近

な価値創造の原動力になっており、私は身近な

経済活動自体の中にも『SDGs の種』が見いだせ

ると思っています。ただ、SDGs という視点から

の経済活動の見方やアピールのチャンネルをい

かに獲得していくかが課題であると感じていま

す。 
 SDGs は 17ゴール、169 のターゲットからな

る包括的で分野横断的な目標です。そのため、

SDGs というフィルターを通して、これまで行

っていた企業活動を改めて見ることにより、こ

れまで見えていなかった社会的環境的なつなが

りが見えてくることを期待しています。環境に

関わる市民団体として、既存の見方をずらして

みることによる新たな価値の発見が大切になる

のでは、と感じました。 
（社会環境部会代表 増田知久）

夏の郊外クリーン活動

 
集合写真 

 
武州ガス 親子で参加 

 
小江戸大江戸トレニックワールド

 
第一生命川越西部営業オフィス 

 
ポイ捨てたばこがいっぱい 

 
成果を持って

 
汗びっしょり、きれいな街になりました 

 
分別後の、空き缶やペットボトル 

 
拾った集めた分別後の燃えるごみ
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 かわごえ環境ネットは、市民、団体や事業者

に参加を呼びかけ、恒例の「夏の郊外クリーン

活動」を 7月 19日（日）に行いました。 
 9 時 30分に「やすらぎの里」に集合した参加

者は 39 名、昨年は 27 名でした。各班に分かれ、

各リーダーの誘導で国道 16 号などの道路や空

地の清掃活動を開始、11 時過ぎに「やすらぎの

里」に戻り、集めたごみの分別作業を行い解散

いたしました。 
 雨の予報もあり開催が危ぶまれましたが雨は

降らず、湿度が高い中での活動でしたが、無事

終了しました。 
 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、参

加者の減少を予想しましたが、多くの方の参加

を得て、拾えたごみも多く、有意義なクリーン

活動でした。もちろん、3 密に配慮しながら活

動しました。 
 今年も株式会社武州ガス社員有志とご家族 6
名が参加、小江戸大江戸トレニックワールド 3
名、かわごえ環境ネット会員、新規に第一生命

川越西部営業オフィス 10 名や川越市民等の多

数の方々が参加、ありがとうございました。 
 この活動は、かわごえ環境ネット社会環境部

会の支援と渡辺利衞さんの尽力により行われま

した。ありがとうございました。 
（菊地三生）

【報告】会員・流域の活動

生きもの調査とホタルの放流 NPO法人かわごえ里山イニシアチブ 

 
生きもの観察をする子どもたち 

 
生きものの解説をする林講師 

 
ホタルの幼虫の放流 

 6月 27日（土）かわごえ里山イニシアチブで

は、田んぼのソムリエ林鷹央講師を迎え生きも

の調査を行いました。 
 今回の特徴は、かわごえ環境ネットとの共催

に加え、地元農村グループである山田田園環境

保全推進グループとの連携で行ったことでした。 
 コロナ禍の影響で正式な案内もできない中、

それでも地元の家族連れの 30 人近い親子でに

ぎわいました。林鷹央講師の楽しい解説で、子

どもたちはみな目を輝かせ、生きものの世界に

引き込まれていきました。 
 集めた生きものたちを、4 つのグループに分

けて得点化します。 
 Aグループは、タガメやサンショウウオなど

貴重な生き物たちで、1 種 5 点ですが残念なが

ら発見できませんでした。 

 B グループは、農薬や水路の整備が進んで今

や少なくなってきている生き物たちで、メダカ

やカニ、エビ、カワニナなど 1 種で 3 点。 
 C グループは、比較的見つけやすい生きもの

たち。アメンボやドジョウ、ミジンコ、クモな

ど 1 種で 1 点となります。 
 Dグループは、外来種。代表格はアメリカザ

リガニで、1 種でマイナス 2 点です。 
 B+C 合計は 34 点で、ザリガニなどの外来生

物はマイナス 4 点で総合計 30 点でした。都会

型農村としては高得点でしたが、もう少し一生

懸命探せば得点は上がるでしょう。 
 ちなみに福田の田んぼでは 2014 年から調査

を続けていますが、2014 年から 2020 年までの

出現種を点数化すると 39 点となります。 
 林講師の感想は「メダカやタニシなど、懐か
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しい田んぼを象徴する生きものたちに出会える

場所です。今回コマツモムシが初登場！ビオト

ープや深水を続けていた成果だと思います。」 
 午後は、ヘイケホタルの幼虫 300匹を用水路

とビオトープに放流しました。7月 22日にホタ

ルの出現を確認して以来、毎日 10 数匹のホタ

ルが出現しました。 
 このように、かわごえ里山は、今後地元の環

境保全グループと連携して生物多様性豊かな田

んぼをめざして活動していきます。（増田純一）

 
生きもの調査レポート（2020 年 6 月 27 日） 

 

新河岸川関係の 3団体における今年度計画についての会議報告
1. 新河岸川流域川づくり連絡会 
 今年度の第 1 回連絡会が 6月 2日（火）午後、

清瀬市で開かれ、今年の「第 16 回川でつながる

発表会」として富士見市を予定し、地元の環境

団体の守山氏も参加して視察予定地などを説明

しました。そのあと法政大学水文地理学研究室

の小寺先生から一斉水質調査の分析結果等の説

明がありました。 
2. 新河岸川広域景観づくり連絡会 
 令和 2年度の全体会を 6月 19日（金）の午後

1 時 30分から、朝霞市のリサイクルプラザ 3階
会議室で開き、前年度の事業報告と決算、今年

度の事業計画と予算を決めました。11月に、緊

急の課題であるプラごみ問題について、県の水

環境課の出前講座を予定しました。 
3. 新河岸川水系水環境連絡会 
 新河岸川水系水環境連絡会の主催で、7 月 7
日（火）午後 6 時から、川越県土整備事務所の

会議室で、関係の市から環境団体関係者が集ま

り、今年度の事業予定の説明を受けるとともに、

工事に伴う問題点を指摘しながら意見交換しま

した。川越市では、氷川神社裏の両岸の護岸の

改良が予定されています。10年前の水辺再生 1
00プラン工事で改良工事がなされましたが、両

岸の桜並木の保存とともに、魅力ある川の再生

にアイデアをまとめたいものです。（武田侃蔵）
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【報告】理事会・専門委員会

理事会

 7 月 14 日（水）9:00-10:00 に第 3 回事業運営

委員会、10:00-12:00 に第 5 回理事会を開催いた

しました。 
事業運営委員会 
 本号の報告記事でお伝えしましたが、7 月 19
日に実施する「夏の郊外クリーン活動」につい

ての参加人数、雨天の場合などの対応確認をい

たしました。また、感染症対策、安全対策を十

分周知して実施することにしました。 
 10 月 4 日（日）にオンラインで開催を検討し

ている「2020 アースデイ川越 in 昭和の街」の

出展内容を検討しました。親子での参加をター

ゲットとして、30 分ずつのサイクルで（仮題）

『「川越の自然」をテーマにしたり地域全体のこ

とを映像で見せたりするバーチャル体験ツアー』

『身近にできるエコライフ』2 つのライブ企画

を実施することを提案しました。 
 10 月 17 日（土）・18 日（日）に予定されてい

た「川越まつり会場クリーン活動」は、川越ま

つりの中止に伴い中止としました。代替の行事

については理事会で提案がありましたので後述

します。 
 来年 2 月 27 日（土）に開催予定の「第 19 回

かわごえ環境フォーラム」は、実施する方向で

計画を進めることにし、社会状況などにより来

場者の縮小、無観客、オンラインのみなど、開

催できる形式を検討することにしました。毎年

発行している「かわごえ環境活動報告集」も発

行することで準備を進めることにしました。実

施する方針は、理事会において承認を得ました。 
 川越市環境行動計画「環境に配慮した行動チ

ェックシート」を東洋大学の学生（「環境情報学

の基礎」「資源・エネルギーマネジメント論」の

受講者）に対して実施することを報告しました。 
理事会 
 事業運営委員会から提案のあった「第 19 回か

わごえ環境フォーラム」の開催については承認

しました。8 月に会場を予約することにしまし

た。具体的な開催方法については継続審議とし

ました。 
 「川越まつり会場クリーン活動」の代替行事

として「秋のクリーン活動」を 10 月 17 日（土）

午前に実施したいという提案があり、これを承

認しました。詳しくは「トピック」をご覧くだ

さい。 
（小瀬博之）

社会環境部会

 7 月の社会環境部会の例会は 10 日（金）、市

役所 7D 会議室にて 12名の参加で開催されまし

た。新型コロナウイルスの感染予防のためマス

クを着用し、座席の間隔を空け、換気をしなが

らの実施となりました。 
 会のはじめには、梅雨の季節に入ったことか

ら、参加者間で雨水の利活用の紹介をしました。

家の前に雨水を貯め、花壇への水やり、洗車、

暑い日の打ち水、防火用水など、雨水利用につ

いて様々なアイデアがありました。社会環境部

会としての今後の活動については、秋ごろに実

施を計画している環境施設視察研修会、環境講

演会についての意見交換をしました。また、本

号に掲載されている川越環境保全連絡協議会と

の面談の報告を行いました。 
 これからも感染防止策を講じながら、活動の

方向性を検討していきたいと思います。 
（社会環境部会代表 増田知久）

自然環境部会

 7 月例会は 10 日（金）福田ビル 3階にて 8名 の参加で開催されました。コロナ禍の状況では
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ありますが、活動はけっこうありました。 
1．活動報告 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動 

6 月 22 日（月）雨で中止 
②池辺公園定例活動 報告期間中の設定なし 
③仙波河岸史跡公園植物調査 6 月 15 日（月）

 牧野彰吾氏講師 15 名参加 街中のオアシ

ス的な公園で湧水・井戸水の池が 2面ある。植

物が 100種ほど、昆虫なども 10種ほど観察でき

た。公園の看板にあるミクリ、タコノアシ、カ

ワヂシャはすでに消失していた。年月を経て環

境がかなり変化したのが原因と思われる。 
④三ツ又沼ビオトープ（編集委員会関連） 6
月 29 日（月） 7名参加 本会では久しぶりに

訪れたが、外来種がかなり増えた印象。この日

ミドリシジミは確認できなかった。昨年の台風

で木道の一部流失などの被害があった。上尾の

市民団体がボランティアで保全活動している。 

⑤川越運動公園（編集委員会関連） 7 月 2 日

（木） 7 名参加 周遊路を中心に樹木調査を

した。 
⑥生き物調査「下赤坂ふるさとの緑の景観地」

 7 月 20 日（月） 12名参加 講師：牧野彰吾

氏 このエリアに川越市の所有地があり、そこ

を中心に調査した。雑木林特有の植生が見られ、

植物は 50種ほど、昆虫などが 10種。 
2. 協議事項 
①不老川を長年にわたり見つめてきた S さんか

ら話題提供があり、水質ワースト 1 から現在ま

で振り返ってみる。魚類が捕れる川らしい時期

もあるが、瀬切れをおこすこともある難しい環

境である。流域の市民の関心がほしい。 
②今年度はイベントができない分、生き物調査

を重点的に展開している。その手法、スキルア

ップなどについて議論した。 
（自然環境部会代表 賀登環）

予告の掲載に際して重要なおしらせ
 新型コロナウイルスの感染状況により行事開催の変更・延期・中止等が発生しています。かわご

え環境ネット主催の行事等において予定の変更がある場合には、情報が入り次第本会ホームページ

（https://kawagoekankyo.net）でお伝えします。会員団体等の行事についても、情報が入ればホーム

ページに掲載いたしますが、参加しようとする前に問い合わせ先にご確認ください。

【予告】かわごえ環境ネットのおしらせ・主催行事・協力行事

【トピック①】「2020 アースデイ川越 in 昭和の街」10 月 4 日（日）オンライン出展予定

 1999 年から毎年秋に開催されている 22 回目

の「アースデイ川越」（アースデイ・イン・川越）

ですが、今年は社会状況をふまえてオンライン

での開催を同実行委員会で検討しています。 
 10 月 4 日（日）を開催日として準備を進めて

いますが、オンラインの特性を生かし、ライブ

配信型、オンデマンド配信型など、ある程度の

期間を持って実施することになる見込みです。 
 かわごえ環境ネットでは、（仮題）『「川越の自

然」をテーマにしたり地域全体のことを映像で

見せたりするバーチャル体験ツアー』『身近にで

きるエコライフ』2 つのライブ企画を 10 月 4 日

（日）に実施する方向で検討を進めています。 
 詳しくは、本紙 9 月号に掲載予定です。 

 

【トピック②】「秋のクリーン活動」10 月 17 日（土）開催 参加者募集

 秋のクリーン活動の参加者を募集いたします。

本年はコロナウイルス感染症の拡大の影響で

「川越まつり」が中止に、第 5 回川越まつり会

場クリーン活動は、「秋のクリーン活動」「来年

の川越まつりに備えて街をきれいに」として実

施することになりました。ご協力のほどよろし
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くお願いいたします。 
 
■活動の概要 
・開催日時：10 月 17 日（土）9:30-11:30 
・集合場所：本川越駅前交番（川越市新富町 1-
22）付近 
・活動場所：本川越駅より蔵造りを中心とした

川越の旧市街のクリーン活動、中央公民館で集

めたごみを分別、蓮馨寺に移動し川越名菓を楽

しみ解散 
・申込先： 渡辺 電話・Fax. 049-242-4322 
      菊地 携帯 080-5546-2362 
      E-mail: kikums@beige.ocn.ne.jp 
・その他：ハッピとクリーン活動用の道具を用

意しております。 
（菊地三生） 

【トピック③】新型コロナウイルス感染拡大防止に対するかわごえ環境ネットの行動方針

 かわごえ環境ネットでは、新型コロナウイル

ス感染拡大を防止するために次のような行動方

針を定めています。 
1. 会員対象の会合は、3 つの「密」（1.換気の

悪い密閉空間、2.多数が集まる密集場所、3.
間近な会話や発生をする密接場面）を避け

て、形態を十分に検討した上で実施するこ

とができる。 
2. 不特定多数の人が集合して実施する屋内で

の活動は実施しない。 
3. 飲食を伴う交流事業は実施しない。 
4. 屋外での活動は、接触感染と飛沫感染が起

こらないよう十分に留意及び注意喚起して

実施することができる。 
5. 実施日に埼玉県や川越市から不要不急の外

出自粛要請が出されている場合は、原則と

して予定されている活動を中止する。 

6. 不測の事態に備えて、参加者の身元がわか

るよう、活動において参加者の氏名や連絡

先の確認、記録を確実にする。また、本会

の連絡先（事務局）を参加者に確実に伝え

る。 
7. 本会の活動または関係する活動等において、

感染症が発生したと疑われる事実が判明し

た場合、関係する活動を一定期間中止する。 
8. この行動方針は、期間を定めずに当面の間

実施する。また、政府や埼玉県、川越市の

通達や社会状況の変化に合わせて随時改訂

する。 
2020 年 4 月 8 日制定 

2020 年 5 月 27 日改定 
2020 年 6 月 19 日改定 

かわごえ環境ネット理事長 
小瀬博之
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自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・
保全活動（毎月第 2・第 4月曜日） 
日時：9 月 14・28 日（月）9:30-12:30 
（8 月は休止） 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★池辺公園定例活動（毎月第 2火曜日、変更の
場合もあります） 
日時：8 月 11 日・9 月 8 日・10 月 13 日（火） 

9:00-12:00 
場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★生き物調査の勉強会 
日時：8 月 28 日（金）13:00-15:30 
場所：川越市南公民館（川越市新宿町 1-17-17、
ウェスタ川越内） 
 講師：牧野彰吾氏

 

会合 
【重要】新型コロナウイルス感染状況により会

議方法、会場変更、時間短縮などの対応を行う

ことがあります。 
◆広報委員会（2020年 7月度） 
日時：8 月 5 日（水）9:00-9:45 
場所：仙波河岸史跡公園（川越市仙波町 4-21-2）
＊7 月号に記述の場所から変更となっています 
＊次回は 9 月 2 日（水）9:00-9:30 オンラインミ

ーティングの予定 
●社会環境部会（2020年 8月度） 
日時：8 月 14 日（金）13:00-15:00 
場所：川越市役所地階修養室（川越市元町 1-3-
1、通常と場所が異なります） 
＊次回は 9 月 11 日（金）13:00-15:00福田ビル 3
階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊会員はどなたでも参加できます。 

◆事業運営委員会（2020年度第 4回） 
日時：8 月 19 日（水）9:00-10:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 9 月 16 日（水）9:00-10:00同所 
◆設立 20 周年記念事業実行委員会出版専門委
員会（第 9回） 
日時：8 月 26 日（水）13:00-15:00 
場所：川越南文化会館（ジョイフル） 
●自然環境部会（2020年 7月度） 
日時：9 月 11 日（金）15:00-17:00 
場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊8 月は休会です 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆理事会（2020年度第 6回） 
日時：9 月 16 日（水）10:00-12:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊8 月は休会 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO法人かわごえ里山イニシアチブ 

問い合わせ：増田純一（E-mail: hatsukarinosato@googlegroups.com, Tel.070-5599-2623） 
ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

 当会では、生物多様性豊かな田んぼの保全を

目的に、みんなで連携して環境にやさしいお米

作りをしながら田園風景の保全や地域コミュニ

ティ作りを行っています。入会は随時受け付け

ております。hatsukarinosato@googlegroups.com

にお問い合わせください。 
◎案山子（かかし）づくり 
日時：8 月 23 日（日）13:30-15:30 
集合：福田の田んぼ（川越市福田 318-1 南側の

ビオトープ前） 
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 案山子を作って福田の田んぼに立てます。テ

ーマはアマビエです。グループで自由なテーマ

で作ることも可能です。 
◎稲刈り 
日時：9 月 12 日（土）9:00-お昼ごろまで 
場所：福田の田んぼ（CO 江戸かわごえ初雁の

里田んぼ：川越市福田 310南側） 

服装:長袖、長靴、帽子、軍手、マスク 
 変更になる場合もありますのでお問い合わせ

ください。 

      
Web サイト  Facebook ページ   Twitter

 
クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）
◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 
①第 1火曜日・第 3金曜日 
日時：8 月 4 日（火）・21 日（金）・9 月 1 日（火）・

18 日（金）13:30-15:00 
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 
②第 2日曜日 
日時：8 月 9 日・9 月 13 日（日）9:30-11:00 
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。 
③第 4土曜日 
日時：8 月 22 日・9 月 26 日（土）13:30-15:00 
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 
◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 
 原則として第 4 日曜日 9:00 より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3 日前までに武田（090-2521-5770）へ
ご連絡ください。 
①8 月 23 日（日）9:00-11:00新河岸川中流、杉

下橋右岸たもと集合。琵琶橋まで清掃。オアシ

ス裏で分別収集。解散。（編者注：7 月号とお伝

えしている内容が異なります。ご注意ください。） 
②9 月 27 日（日）9:00-11:00新河岸川下流、旭

橋右岸に集合。上・下流に沿って両岸で清掃活

動。旭橋左岸空き地で分別収集。解散。 

 
小畔川の自然を考える会 

問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 
 当会では、小畔川の八幡橋下流域の定点調査

を中心に魚類や水生昆虫などの調査を続けてい

ます。いつも何かしら発見があり面白いです。

ウェダーや網などは当会で用意いたします。 

◎魚類調査（小畔川関越下合流点付近） 
日時：9 月 21 日（日）10:00-12:00 
 ガサガサや投網で魚類調査をします。 

 
福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）
◎おいしく・楽しく農業体験 
 8 月はお休みです。9 月は 12 日（土）を予定

していましたが調整中となります。詳細は、本

紙 9 月号でお知らせします。 
 

東洋大学小瀬研究室（川越キャンパスこもれびの森・里山支援隊） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 

こもれびの森・里山支援隊 http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/
【おことわり】東洋大学では「新型コロナウイ ルス感染拡大防止のための東洋大学行動指針」
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を定めており、8 月 2 日現在も「レベル 2」とし

て、対面での課外活動は夏季休暇中も含めて原

則禁止となっています。つきましては、夏季休

暇中の 8 月・9 月の活動を休止することにしま

した。10 月以降は行動指針のレベルと大学との

協議の上、活動を実施するかどうかを決めます。 
＊緊急事態宣言解除後における本学の基本方針 
https://www.toyo.ac.jp/ja-JP/news/top/2020060518
30/ 
＊Web サイト（組織概要・東洋大学「こもれび

の森」植物図鑑ダウンロードなど） 
https://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/ 
＊Facebookページ（最新の活動報告） 
https://www.facebook.com/komorebisatoyama 
＊Twitter（中止連絡などの緊急告知） 
https://twitter.com/toyokomorebi 

     
Web サイト  Facebook ページ   Twitter 

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 

◎伊佐沼でバードウオッチング 
（毎月第 2日曜日、雨天中止） 
集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 
持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物 
参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険

代・資料代） 

①8月 9日（日）10:00-12:00 
 サギの渡りが始まり、チュウサギ、アマサギ

など他の月に少ないサギを観察します。 
②9月 13日（日）10:00-12:00 
 シギ、チドリの渡りが多く見られます。この

時期だけ伊佐沼に飛来する鳥を探しましょう。

 

広報委員会からのおしらせ
●本紙への原稿投稿を受け付けています 
 2020 年 9 月号（No.167，9 月 1 日発行予定）

の掲載原稿は、8 月 15 日（土）締切です。原稿

と写真は電子データで編集担当共有のメーリン

グリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送

りください。メーリングリストは事前登録が必

要です。未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5階）に提出してください。 
 
●入稿に際してのお願い 
 編集をより効率的に進められるよう、入稿の

際に次の事項にご協力いただければ幸いです。 
①所定のテンプレートに入力を 
 Word 形式のテンプレートを用意しています。

そちらを使っていただけると効率的に編集がで

きます。入用の方は広報委員会にご連絡くださ

い（koho@kawagoekankyo.net）。 

②文字の入力方法を統一的に 
 英数字はすべて半角で入力をお願いします。

「（）」「：」は原則として全角を用いていますが、

英文や時刻表示の「:」は半角を用いています。 
③図表や写真にはタイトルをつけて 
 読者が状況を把握するのに役立ちます。 
④画像は添付ファイルで提出を 
 長辺を「800 ピクセル」程度にサイズを小さ

くした上で、ファイルを別途添付して提出して

ください。Word に貼り付けずにタイトルがわか

るようにしていただければレイアウトします。 
⑤原稿の入稿期限（毎月 15日）にご協力を 
 原稿が揃わないと効率よく作業できません。

早期の発行にご協力ください。 
 
●かわごえ環境ネット会員限定メールサービス 
 かわごえ環境ネット会員限定で、本紙並びに

同封資料のメールでの送付（またはリンク）サ

ービスを実施しています。 
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 希望の方は、かわごえ環境ネット事務局（ka
nkyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp）にメールで

件名を「かわごえ環境ネット会員メールサービ

ス希望」として、会員氏名（団体名称）と送付

を希望するメールアドレス（添付ファイルの最

大容量は 5MB 以上を推奨）をおしらせくださ

い。同時に会員になられる方は、入会申込を同

時にお願いいたします。 

 
メールサービス受付 

 
★かわごえ環境ネットWeb サイト 
 会員に送付及び公民館等で配布している紙版

は、モノクロの孔版印刷のために画像がつぶれ

てしまい、判別がつきにくい状況です。本会ホ

ームページでは、バックナンバーを含めてカラ

ーで本紙 PDF ファイルが見られます。鮮明な画

像で本紙をお楽しみください。 
 なお、今後は Web サイト上に「コラム」と「報

告」記事もできるだけ掲載して、インターネッ

ト上での検索や可読性を向上させることになり

ました。広報委員会のメンバーの努力次第です

が、ぜひWeb サイトもご活用ください。 

 
https://kawagoekankyo.net 

 
★かわごえ環境ネットソーシャルメディア 
①Twitter 
 本会 Twitter（@kawagoekankyo）は、ブログ

の更新と連動してツイートします。Twitter にユ
ーザー登録してぜひフォローしてください。 

 
https://twitter.com/kawagoekankyo 

②Facebook ページ 
 本会は、Facebook でも積極的に情報発信して

います。かわごえ環境ネットからのおしらせだ

けでなく、イベント等の報告も逐次行っていま

す。本紙で掲載されない速報もあります。Face
book に登録していなくてもご覧いただけます

が、ぜひアカウント登録を行って「いいね！」

してください。 

 
https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

 
○2020年 8月 5日は設立 20周年記念日 
 かわごえ環境ネットがやまぶき会館を満席に

する中で設立総会を開催したのは 2000 年 8 月 5
日でした。当時のことは、広報川越 No.994（平
成 12 年 11 月 10 日）に『「かわごえ環境ネット」

始動』として 4ページにわたる特集で掲載され

ています。20 周年を前にぜひご覧ください。 

 
広報川越 No.994（平成 12 年 11 月 10 日） 

（PDF ファイル 4180KB） 

 
○おことわり 
 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。 
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イベントカレンダー（8月 5日〜10月 10日） 
 新型コロナウイルスの感染状況により行事開催の変更・延期・中止等が発生しています。かわご

え環境ネット主催の行事等において予定の変更がある場合には、情報が入り次第本会ホームページ

でお伝えします。会員団体等の行事は主催者にご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土 
★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 

8.5 
本会創立 20 周

年記念日 
◆9:00 広報委

員会 
◎10:00市民環

境調査「まち歩き

暑さ測定ツアー」 

8.6 
 

8.7 
 

8.8 
 

8.9 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

8.10 
山の日 

8.11 
★9:00 池辺公

園定例活動 

8.12 
 

8.13 
 

8.14 
●13:00 社会

環境部会 

8.15 
○本紙 9 月号

投稿期限 

8.16 
 

8.17 
 

8.18 
 

8.19 
◆9:00 事業運

営委員会 

8.20 
 

8.21 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

8.22 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
8.23 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 
◎13:30案山子

づくり 

8.24 
 

8.25 
 

8.26 
◆13:00設立 2
0 周年記念出

版委員会 

8.27 
 

8.28 
★13:00 生き

物調査の勉強

会 

8.29 
 

8.30 
 

8.31 
 

9.1 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9.2 
◆9:00 広報委

員会 

9.3 
 

9.4 
 

9.5 
 

9.6 
 

9.7 
 

9.8 
★9:00 池辺公

園定例活動 

9.9 
 

9.10 
 

9.11 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

9.12 
◎9:00 稲刈り 

9.13 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

9.14 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

9.15 
○本紙10月号

投稿期限 

9.16 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

9.17 
 

9.18 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9.19 
 

9.20 
 

9.21 
敬老の日 
◎10:00 魚類

調査 

9.22 
秋分の日 

9.23 
 

9.24 
 

9.25 
 

9.26 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

9.27 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 

9.28 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

9.29 
 

9.30 
 

10.1 
 

10.2 
 

10.3 
 

10.4 
◎2020 アース

デイ川越 in 昭

和の街 

10.5 
 

10.6 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

10.7 
◆9:00 広報委

員会 

10.8 
 

10.9 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

10.10 
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